
【第22回 関川流域委員会 開催報告】

◆関川・保倉川の河川整備に関する
今後の進め方について議論を行いました。
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令和４年５月１０日

保倉川放水路に関する現地調査等の進捗状況、放水路周辺まちづくり検討の進め方、
関川流域の治水安全度向上に向けて等について報告を行い、委員より意見をいただき
ました。

今後も、地域からの意見を十分に反映すべく、気候変動や流域治水、まちづくりに
関しての検討状況や、河川整備計画変更の内容について、委員会において議論して参
ります。

開催日時 ： 令和4年3月29日（火）13時30分～15時30分

開催場所 ： 上越市民プラザ 2階 第1会議室

内 容 ： ●前回委員会での指摘事項
●前回委員会からの進捗状況
●保倉川放水路周辺まちづくり検討の
進め方について

●関川流域の治水安全度向上に向けて
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委員からの主な意見は裏面へ

事務局挨拶



【
委
員
か
ら
の
主
な
ご
意
見
】

保倉川放水路だより
今までの検討経緯や検討状況などを
ホームページでお知らせしています。

国⼟交通省 ⾼⽥河川国道事務所
〒943-0847 新潟県上越市南新町3番56号

TEL 025-521-4540 （担当： 調査第⼀課）

【今後の進め方】これからの流域委員会は、下のように進めていくことで了承されました。
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●放水路建設の事例については、「コミュニティ意識が継続できたか」
「できないにしても何かしらの手当てはあったのか」などを住民に
丁寧に説明して欲しい。

●津波について、「総合的な津波対策をしっかり示すこと」と「L2津波
の考え方、東日本大震災で経験したような施設規模を上回る外力が生
じる可能性があるということを住民に理解いただくこと」をお願いし
たい。

●まちづくり検討の進め方は、次世代を担う若い世代を対象としたワー
クショップの開催等、丁寧に地元との意見交換を真摯な形で行える
仕組みが必要である。

●「流域治水」について、「企業活動についても考えて欲しい」「営農
活動と洪水対策がどう対応しているか」「ソフト対策をしっかり進め
て欲しい」などの意見があり、それぞれの観点の意見を聞き、連携し
ながら進めていくこと。


